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１．見附駅東口駅前広場の無散水融雪施設の概要

ヒートパイプシステム導入
令和5年度

ヒートパイプシステム導入
令和６年度以降



２．課題
無散水融雪施設は、下の図のように地中熱を利用した融雪システムを導入する計画。

・ランニングコスト不要・地盤沈下抑制・快適な歩行空間を確保などの効果を期待。

・一方、建設費で1ⅿ²当たりの工事費用が約80万円と高額という課題がある。

環境省ホームページより



３．高熱伝導コンクリートを用いた対応策
３．１ 革新的な設計手法

高熱伝導コンクリート（NETIS登録番号 HR-230007-A）の概要

「コンクリート骨材に酸化アルミニウムを使用したコンクリート」



任意の値に熱伝導率をコントロール
：アルミナ骨材の置換割合により熱伝導率が比例する

高熱伝導性
：熱伝導率は、従来のコンクリートの約3倍まで向上

高熱伝導コンクリートの特徴



３．２ 全体工事費縮減策

全体工事費縮減イメージ図

1ⅿ²当たりの工事費が
約80万円と高額という課題に対して。



４．実証実験
４．１ 施工状況

実験部

令和6
年以降一般部



４.１.１ 一般部の施工概要



４.１.２ 実験部の施工概要



４．２ 観測概要





一般部：最大降雪時4㎝/時間の状況写真

４．３比較検証

実験部：最大降雪時3.5㎝/時間の状況写真



全体工事費縮減策

全体工事費縮減イメージ図

1ⅿ²当たりの工事費が
約80万円と高額という課題に対して。



令和６年度：高熱伝導コンクリート製造及び施工状況

新開発のアジテータ車を使用する製造方法（特許出願済み）

放熱管（ヒートパイプ）設置状況 高熱伝導コンクリート打設状況
（意匠上、着色しています）

2024.12.12の現地 高熱伝導コンクリート放熱状況
2024.12.12

従来のミキサー（ポットミキサーHC8 12000:120 リットル練り）を
用いた製造方法と比べて、大幅に効率化した製造方法を開発しました。

投入アルミナ（フレコン＋袋）



本事業の実施及び資料の作成に当たり、ご協力及びご助言を
いただきました、工事関係者の皆様に、感謝申し上げます。

「高熱伝導コンクリート」の技術概要と、安価で効率よく、
現場で製造する方法については、ポスターセッションで紹介し
ていますので、是非、お立ち寄りください。

普通コンクリートの３倍の熱伝導率のサンプルなども展示し
ています。

ご清聴ありがとうございました。
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